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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  残像の防止を図り、液晶の寿命と信頼性の向
上を図った液晶表示装置及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】  利用者により電源オフの操作がされた場
合、入力信号がオフとなったことを信号無入力検出回路
６０が検出し、判定信号ＰＯＷＣを“Ｌ”にして出力す
る。ワンショットマルチバイブレータ７１は、“Ｌ”で
ある判定信号ＰＯＷＣを受け取ると、所定のパルス幅の
パルス信号ＭＧをシフトレジスタ１２及び出力切り替え
回路１００へ出力する。これにより、シフトレジスタ１
２は所定の期間、ゲート線をアクティブにし、一方、出
力切替え回路１００は所定の期間データ線を共通電位Ｖ
ｃｏｍに接続する。この結果、表示パネル５０の全ての
単位画素は一斉にアクティブ状態となり、画素電極に共
通電位Ｖｃｏｍが供給されることにより、液晶に蓄電さ
れていた電荷を放電することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画素電極と、
共通電極と、
相交差する複数のデータ線及び複数のゲート線と、
前記画素電極に対応して設けられ、前記データ線及びゲ
ート線の信号により制御され、前記画素電極にデータ線
の信号を供給する複数のスイッチング手段と、
前記ゲート線を走査するゲート線駆動手段と、
前記データ線を表示すべき階調に対応して駆動するデー
タ線駆動手段と、
前記ゲート線駆動手段及び前記データ線駆動手段とを制
御する制御手段と、
を有する液晶表示装置において、
前記制御手段は、
液晶表示装置への入力信号が無入力状態であることを検
出する信号無入力検出手段を有し、
前記信号無入力検出手段によって信号無入力状態が検出
された時点で、前記ゲート線駆動手段へ全ての前記ゲー
ト線を所定の期間アクティブ状態とする信号を出力し、
前記データ駆動手段へ全ての前記データ線に前記共通電
極に印加されている電位と同等の電位を所定の期間供給
する信号を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記所定の期間は、全ての前記画素電極
に前記共通電位を供給することにより、前記液晶に蓄電
されている全ての電荷を放電する時間に設定されている
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記入力信号は、映像信号、水平同期信
号、垂直同期信号のいずれかであることを特徴とする請
求項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】  電源オフ後も一定時間電源を供給する電
源保持回路を有することを特徴とする請求項１～３のい
ずれかの項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】  電源オフ後において、
前記データ線駆動手段は、全ての前記データ線を接地さ
せることを特徴とする請求項１～４のいずれかの項に記
載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記所定の期間は、抵抗及びコンデンサ
の時定数により決定されていることを特徴とする請求項
１～５のいずれかの項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】  画素電極と、共通電極と、相交差する複
数のデータ線及び複数のゲート線と、前記画素電極に対
応して設けられ前記データ線及びゲート線の信号により
制御され、前記画素電極にデータ線の信号を供給する複
数のスイッチング手段と、前記ゲート線を走査するゲー
ト線駆動手段と、前記データ線を表示すべき階調に対応
して駆動するデータ線駆動手段と、前記ゲート線駆動手
段及び前記データ線駆動手段とを制御する制御手段とを
有する液晶表示装置において、
前記液晶表示装置への入力信号の無入力状態を検出し、
無入力状態が検出された時点において、全ての前記ゲー
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ト線を一斉に所定の期間アクティブ状態とし、
全ての前記データ線には前記共通電極に印加されている
電位と同等の電位を所定の期間供給することを特徴とす
る液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、残像の改善を実現
する液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の液晶表示装置においては、その使
用を終了するために利用者が液晶表示装置の電源をオフ
に操作すると、画面クリアの操作は行われないまま表示
装置本体の電源が切断される。これにより各種信号（走
査線駆動信号、データ線駆動信号等）の液晶表示パネル
への供給が切断され、液晶表示パネルの液晶容量に蓄え
られていた電荷の外部放電経路は遮断される。その後、
電荷は自己放電により徐々に減少し、表示画像は次第に
クリアされていく。
【０００３】しかし、液晶容量に電荷を蓄積させた状態
が長時間保持されると、残像が発生する原因となり、表
示品質の低下や、長期信頼性を損なうこととなる。この
残像が生じるメカニズムについて説明する。図７
（ａ）、（ｂ）は、液晶表示装置における液晶パネルの
単位画素の概念図を示している。このように、単位画素
の基本構成は、２枚の電極間に液晶を封入し、前記電極
間に映像信号に応じた電圧を印加することにより、液晶
分子の配向を変化させて光の透過率を制御することによ
り所望の階調表示を得ることを可能としている。
【０００４】このような単位画素の製造時には、電極間
に液晶材を封入する工程で微量のイオン性物質Ｐが混入
してしまう（図７の（ａ）参照）。このようにイオン性
物質Ｐが封入されている状態であっても、理想的な交流
信号が２枚の電極間に印加されていればイオン性物質Ｐ
は電極上に集積しないため、光の透過率、即ち液晶分子
の配向に影響を及ぼすことはない。
【０００５】しかし、実際に両電極間へ印加される電圧
には、少なからず直流成分が含まれている。この直流成
分の電圧が両電極間へ印加されると、イオン性物質Ｐが
そのイオンの性質によっていずれかの電極へと引き付け
られ、図６（ｂ）のように電極上に集積してしまう。こ
のようにイオン性物質Ｐが電極上に集積すると、電極間
に映像信号に応じた交流信号を印加しても、液晶に印加
される電圧は電極上に集積されたイオン性物質Ｐの影響
を受けるため、実際とは異なる電圧によって液晶分子の
配向が制御されることとなる。このためイオン性物質が
多量に電極上に重畳すると液晶への印加電圧が大きく変
化してしまい、イオン性物質が電極上に重畳していない
他の画素との輝度差が大きくなる。これが残像として視
認されることとなる。
【０００６】このような残像を防ぐために、例えば特許
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第２６５５３２８号に記載された液晶表示装置では、電
源が遮断された時点を検出し、その検出信号に基づき電
源保持回路を通じて、画素電極に対応して設けられてい
るスイッチング素子を所定時間オンに保持することによ
り、放電経路を確保して液晶容量に蓄積されている電荷
を強制的に放電させた後に、液晶表示装置本体の電源が
切断されるようになっている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかし、通常、液晶表
示装置の電源オフ時の立ち下がりのシーケンスは、まず
液晶表示パネルに乱れた画像が表示されないようにバッ
クライトが消灯され、次に同期信号や、映像信号などの
入力信号がオフされた後に、電源が遮断されるように設
定されている。従って、電源が遮断されたことを検出し
てから、液晶容量に蓄積されている電荷を放電させる従
来の液晶表示装置では、同期信号などの入力信号がオフ
になってから電源が遮断されるまでの期間は、短時間で
はあるが液晶がチャージアップした状態となるため、液
晶には直流電圧が印加されていることとなり、長期的に
は液晶材料の信頼性を低下させ、残像を引き起こす原因
となった。
【０００８】また、近年開発されたＦＡ（Factory Auto
mation）や、モニターの中には、複数の装置の一部に液
晶表示装置が設けられているものがあり、また、全ての
装置の電源を共通の電源から供給しているものもある。
このような場合には、液晶表示装置のみ電源を遮断する
ことが不可能となる。したがって、液晶表示装置の使用
を終了する際には、入力信号のみを遮断し、電源を切る
という動作を行わない。このようなＦＡ用の液晶表示装
置として、電源が遮断された時点で液晶容量の電荷を放
電する従来の液晶表示装置を適用すると、強制的に液晶
容量に蓄積されている電荷を放電させることが不可能と
なる。
【０００９】従って、液晶容量に蓄積されている電荷が
自己放電によって消滅する期間、液晶には直流電圧が印
加されている状態となるため、液晶内のイオン性物質が
電極上に重畳され、残像の原因を引き起こすこととな
る。
【００１０】上述してきたように、特許第２６５５３２
８号に提案されているような従来の液晶表示装置におい
ては、頻繁に電源のオン／オフを繰り返すことにより、
イオン性物質が電極に重畳され、長期的には残像やしみ
を生じさせることになり、液晶の寿命の低下や、長期信
頼性を損なうという問題が生じる。
【００１１】本発明はこのような事情に鑑みてなされた
もので、入力信号の無入力状態を検出し、液晶容量に蓄
積されている電荷を強制的に放電させることにより、液
晶に直流電圧を印加する時間を一層短くすることで残像
の防止を図り、液晶の寿命と信頼性の向上を図った液晶
表示装置及びその駆動方法を提供することを目的とす
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る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、請求項１に記載の発明は、画素電極と、共通電極
と、相交差する複数のデータ線及び複数のゲート線と、
前記画素電極に対応して設けられ、前記データ線及びゲ
ート線の信号により制御され、前記画素電極にデータ線
の信号を供給する複数のスイッチング手段と、前記ゲー
ト線を走査するゲート線駆動手段と、前記データ線を表
示すべき階調に対応して駆動するデータ線駆動手段と、
前記ゲート線駆動手段及び前記データ線駆動手段とを制
御する制御手段とを有する液晶表示装置において、前記
制御手段は、液晶表示装置への入力信号が無入力状態で
あることを検出する信号無入力検出手段を有し、前記信
号無入力検出手段によって信号無入力状態が検出された
時点において、前記ゲート線駆動手段へ全ての前記ゲー
ト線を一斉に所定の期間アクティブ状態とする信号を出
力し、前記データ駆動手段へ全ての前記データ線に前記
共通電極に印加されている電位と同等の電位を所定の期
間供給する信号を出力することを特徴とする。
【００１３】また、請求項２に記載の発明は、請求項１
に記載の液晶表示装置において、前記所定の期間は、全
ての前記液晶に蓄電されている全ての電荷を放電する時
間に設定されていることを特徴とする。
【００１４】また、請求項３に記載の発明は、請求項１
または請求項２に記載の液晶表示装置において、前記入
力信号は、映像信号、水平同期信号、垂直同期信号のい
ずれかであることを特徴とする。
【００１５】また、請求項４に記載の発明は、請求項１
～３のいずれかの項に記載の液晶表示装置において、電
源オフ後も一定時間電源を供給する電源保持回路をする
ことを特徴とする。
【００１６】また、請求項５に記載の発明は、請求項１
～４のいずれかの項に記載の液晶表示装置において、電
源オフ後において、前記データ線駆動手段は、全ての前
記データ線を接地させることを特徴とする。
【００１７】また、請求項６に記載の発明は、請求項１
～５のいずれかの項に記載の液晶表示装置において、前
記所定の期間は、抵抗及びコンデンサの時定数により決
定されていることを特徴とする。
【００１８】また、請求項７に記載の発明は、画素電極
と、共通電極と、画素電極と、共通電極と、相交差する
複数のデータ線及び複数のゲート線と、前記データ線及
びゲート線の信号により制御され、前記画素電極にデー
タ線の信号を供給する複数のスイッチング手段と、前記
ゲート線を走査するゲート線駆動手段と、前記データ線
を表示すべき階調に対応して駆動するデータ線駆動手段
と、前記ゲート線駆動手段及び前記データ線駆動手段と
を制御する制御手段とを有する液晶表示装置において、
前記液晶表示装置への入力信号の無入力状態を検出し、
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信号無入力状態が検出された時点において、全ての前記
ゲート線を所定の期間アクティブ状態とし、全ての前記
データ線には前記共通電極に印加されている電位と同等
の電位を所定の期間供給することを特徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照し、本発明の一
実施形態について説明する。図２は、同実施形態による
ＩＰＳ（in-plane-switching）型液晶表示装置の概略全
体構成を示すブロック図、図４は表示パネル５０の単位
画素の構成を示す回路図、図５は表示パネル５０の単位
画素の構造を示す図である。
【００２０】まず、図４において、符号ＣＬは液晶の等
価回路としての液晶容量であり、符号ＲＬは液晶抵抗で
ある。これら液晶容量ＣＬと液晶抵抗ＲＬとの並列回路
は、容量Ｃ１を介して画素電極７４に接続され、また容
量Ｃ２を介して共通電極７６に接続されている。画素電
極７４は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）７２のソースと
接続され、薄膜トランジスタ７２のドレインは画素電極
７４の印加電圧を制御する信号が印加されるデータ線８
０に接続されている。薄膜トランジスタ７２のゲートは
ゲート線８２に接続され、共通電極７６は共通電極配線
７０に接続されている。なお、容量Ｃ１、Ｃ２は、透明
絶縁性基板上に形成された画素電極７４と共通電極７６
とが、パッシベーション膜を介して画素を構成する液晶
と接するように構成されているために形成される容量で
ある。
【００２１】このような構成においてゲート線８２が駆
動されると、薄膜トランジスタ７２はオン状態となり、
データ線８０の映像信号は画素電極７４へ供給される。
これにより、液晶容量ＣＬには共通電極と画素電極との
電位差が印加される。この結果、液晶分子の配向は変化
し、階調表示が可能となる。
【００２２】次に、上述した単位画素の構造を図５に示
す。この図において、下側に配置された第１の透明絶縁
性基板３０の内側には共通電極３１及び共通電極３１に
接続される共通電極配線３２とがパターニングされ、形
成されている。共通電極３１及び共通電極配線３２上に
はゲート絶縁膜３４が堆積され、このゲート絶縁膜３４
上には、画素電極３５及び画素電極３５に薄膜トランジ
スタを介して接続されるデータ線３６がパターニングさ
れて形成されている。画素電極３５及びデータ線３６上
には保護絶縁膜３７が堆積され、該保護絶縁膜３７上に
は配向膜４２が形成されている。また第１の透明絶縁性
基板３０の外側には偏光板４４が貼着されている。
【００２３】一方、上側に配置された第２の透明絶縁性
基板３８の内側には、第２の透明絶縁性基板３８側から
の入射光が直接、薄膜トランジスタに照射されることを
防止し、さらに、ゲート線およびデータ線と表示部との
間の表示に寄与しない部分からの漏れ光を防止するため
の遮光層として機能するブラックマトリクス３９が形成
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され、ブラックマトリクス３９の間にカラーフィルタを
構成する色層４０が形成されている。ブラックマトリク
ス３９及び色層４０の内側にはオーバコート層４１が形
成されており、このオーバコート層４１の内側にはさら
に、配向膜４２が形成されている。また第２の透明絶縁
性基板３８の外側には透明導電膜４３が形成され、さら
に透明導電膜４３の外側には偏光板４４が貼着されてい
る。
【００２４】このように各種の電極層、絶縁層等が形成
された第１の透明絶縁性基板３０と第２の透明絶縁性基
板３８とが図示してないスペーサ部材を介して一定間隔
に保持され、配向膜４２、４２間には封入された液晶層
５０が形成されている。液晶としては、固定パターンの
長時間表示に伴う残像を避けるために、比抵抗が１０12

Ω・cm程度の比較的抵抗の低い材料を用いた。
【００２５】次に、上述の液晶パネル５０を有する本実
施形態における液晶表示装置について図２を参照して説
明する。同図において、符号２０は映像信号処理回路で
あり、外部機器から入力された映像データや、水平同期
信号Ｈｓｙｎｃ及び垂直同期信号Ｖｓｙｎｃから、表示
パネル５０に画像を表示するのに必要な信号を生成す
る。具体的には、映像データや、水平同期信号Ｈｓｙｎ
ｃ及び垂直同期信号Ｖｓｙｎｃから各表示画素対応の
Ｒ、Ｇ、Ｂの映像信号及びデータ線Ｓ１～Ｓｍを駆動す
るデータ線駆動信号Ｄｓを生成してソースドライバ１１
へ供給し、また、共通電極配線（図示略）に供給する共
通電極電圧Ｖｃｏｍや、ゲート線Ｇ１～Ｇｎを駆動する
ゲート線駆動信号Ｇｓを生成し、ゲートドライバ１０に
供給する。
【００２６】ゲートドライバ１０は、映像信号処理回路
２０から供給されたゲート線駆動信号Ｇｓに基づいてゲ
ート線Ｇ１～Ｇｎを順次駆動する。一方、ソースドライ
バ１１はデータ線駆動信号Ｄｓに基づいてデータ線Ｓ１
～Ｓｍを順次駆動し、これにより映像信号処理回路２０
から供給された画素対応の映像信号ｄａｔａが各データ
線Ｓ１、Ｓ２…へ順次送り出される。符号２４は、液晶
パネル５０に背面から光を照射するバックライトであ
り、符号２６はバックライト２４の点灯を映像信号処理
回路２０から供給される信号に基づいて制御するバック
ライト駆動回路である。表示パネル５０は、図４に示し
た単位画素がマトリクス状（ｎ行、ｍ列とする）に配列
されて構成されている。
【００２７】次に、上記構成からなる液晶表示装置の動
作について図１～図３を参照して説明する。なお、図１
は図２に示した各部の内部構成を示したものである。ま
た、図３は、図１に示される各部の出力波形を示すタイ
ミングチャートである。図１において、先ず、外部機器
から出力された同期信号（水平同期信号及び垂直同期信
号）、映像データｄａｔａ、電源信号は、映像信号処理
回路２０（図２参照）内の信号無入力検出回路６０及び



(5) 特開２００１－２０９３５５

10

20

30

40

50

7
信号処理回路７５へ出力される。信号無入力検出回路６
０は、これら入力信号の有無を検出する回路であり、信
号が入力されている時には“Ｈ”を、信号の入力がなく
なると“Ｌ”を出力する。この場合においては、同期信
号は入力されている状態にあるので出力は“Ｈ”である
（図３の（ハ）参照）。
【００２８】一方、信号処理回路７５は入力された水平
同期信号（図３の（イ）参照）、垂直同期信号（図３の
（ロ）参照）から、フレームパルスＦｓ、垂直走査タイ
ミング信号Ｖｓ及びゲート線駆動信号Ｇｓを生成する。
ここで、フレームパルスＦｓは１画面が表示される毎に
１回発生するパルスであり、基本的には映像データｄａ
ｔａのフォーマットによって決められる。垂直走査タイ
ミング信号Ｖｓは１画面の垂直走査毎に１回発生するパ
ルスであり、１フレームにおいて垂直走査が所定のサイ
クルで等間隔に行われる。また、ゲート線駆動信号Ｇｓ
はゲート線Ｇ１～Ｇｎを駆動するタイミングを示す信号
であり、１垂直走査期間において走査線Ｇ１～Ｇｎの
数、即ちｎ回発生する。
【００２９】信号処理回路７５によって生成されたゲー
ト線駆動信号Ｇｓはゲートドライバ１０内のシフトレジ
スタ１２のクロックＣＫへ供給され、また、垂直走査タ
イミング信号Ｖｓはシフトレジスタ１２のデータＤへ供
給される。シフトレジスタ１２は、信号処理回路７５か
ら供給されたこれら信号に基づいて、各ゲート線Ｇ１、
Ｇ２…Ｇｎを順次駆動する（図３の（ホ）参照）。シフ
トレジスタ１２は、Ｄフリップフロップが直列接続され
て構成される。
【００３０】また、信号処理回路７５は、入力された映
像データに基づいて単位画素対応の映像信号ｄａｔａを
生成し、上述の垂直走査タイミング信号Ｖｓ及びゲート
線駆動信号Ｇｓと共にソースドライバ１１内の水平信号
処理回路１６へ供給する。水平信号処理回路１６は、信
号処理回路７５から供給された垂直走査タイミング信号
Ｖｓ、ゲート線駆動信号Ｇｓ及び映像信号ｄａｔａに基
づいて、データ線Ｓ１～Ｓｍを駆動するデータ線駆動信
号Ｄｓを生成し、このデータ線駆動信号Ｄｓに基づいて
各データ線Ｓ１～Ｓｍを駆動する。出力切替え回路１０
０は、データ線Ｓ１～Ｓｍへ供給される信号の供給経路
を切り替える回路であり、この出力切替え回路１００は
タイミングコントローラ７０内のワンショットマルチバ
イブレータ７１から出力されるパルス信号ＭＧによって
制御される。出力切替え回路１００は、通常作動時にお
いては全てのデータ線Ｓ１～Ｓｍを水平信号処理回路１
６へ接続するよう制御される。
【００３１】上述したように、ゲート線Ｇ１～Ｇｎが順
次駆動されることにより、図３に示した表示パネル５０
の単位画素に設けられた薄膜トランジスタ７２が順次オ
ン状態となり、データ線８０の信号が画素電極７４へ供
給される。これにより、映像信号に対応した電圧が液晶
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容量ＣＬに印加され、液晶分子の配向が変化することで
任意の階調が得られる。
【００３２】次に、上述したような通常動作の後、利用
者により液晶表示装置オフの操作がなされ、入力信号が
入力されなくなった場合について説明する。なお、本実
施形態における液晶表示装置は、利用者によって液晶表
示装置オフの要求を受けた後に、入力信号のみをオフに
する操作が行われるものであり、電源の遮断は実施しな
いものとする。まず、入力信号が液晶表示装置に供給さ
れなくなると、信号無入力検出回路６０は、入力信号が
所定の時間、例えば水平同期信号の周期（図３（イ）の
Ｈｒ）よりも長い間水平同期信号が入力されない状態を
検出し、時刻ｔ１において判定信号ＰＯＷＣを“Ｌ”
（図３の（ハ）参照）として、タイミングコントローラ
７０内のワンショットマルチバイブレータ７１に出力す
る。ワンショットマルチバイブレータ７１は、“Ｌ”で
ある判定信号ＰＯＷＣが入力されると、パルス幅がＴ時
間であるパルス信号ＭＧを出力する（図３の（ニ）参
照）。このパルス信号ＭＧは、ゲートドライバ１０内の
シフトレジスタ１２のプリセットＰＲに供給されるとと
もに、ソースドライバ１１内の出力切替え回路１００へ
供給される。なお、このパルス信号ＭＧのパルス幅Ｔ
は、単位画素に設けられている液晶容量ＣＬに蓄積され
ている電荷を放電するに十分な時間であり、ワンショッ
トマルチバイブレータ７１内のコンデンサと、抵抗によ
って予め設定されている値である。
【００３３】そして、シフトレジスタ１２のプリセット
ＰＲに“Ｈ”であるパルス信号ＭＧが入力されると、シ
フトレジスタ３１は全てのゲート線Ｇ１～Ｇｎに対し
て、“Ｈ”の信号を出力する。この状態はパルス信号Ｍ
Ｇが立ち下がる時刻ｔ２まで保持される。一方、出力切
替え回路１００は、“Ｈ”であるパルス信号ＭＧが入力
されることにより、データ線Ｓ１～Ｓｍへの入力信号供
給経路を水平信号処理回路１６から共通電位Ｖｃｏｍへ
と切り替える。これにより、時刻ｔ１において、全ての
データ線Ｓ１～Ｓｍは共通電位Ｖｃｏｍに固定される
（図３（ヘ）参照）。
【００３４】これにより、単位画素（図４参照）では、
ゲート線８２がアクティブ状態になることにより薄膜ト
ランジスタ７２がオン状態とされ、データ線８０に印加
されている共通電位Ｖｃｏｍが画素電極７４に供給され
ることにより、液晶容量ＣＬ、Ｃ１、Ｃ２の合成容量に
蓄積されていた電荷はデータ線８０を介して放電する。
この動作は全ての単位画素に一斉に実施される。
【００３５】次に、時刻ｔ２において、パルス信号ＭＧ
が“Ｌ”となると、シフトレジスタ１２はアクティブ状
態としていた全てのゲート線Ｇ１～Ｇｎをオフ状態とす
る。これにより、単位画素の薄膜トランジスタ７２はオ
フ状態となる。一方、出力切替え回路１００は、データ
線Ｓ１～Ｓｍへの入力信号の供給経路を共通電位Ｖｃｏ
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9
ｍから水平信号処理回路１６へ切り替える。なお、この
時点では、同期信号等の入力信号は遮断されているた
め、水平信号処理回路１６へ切り替えてもデータ線は駆
動されること無く、そのまま接地されている状態とな
る。
【００３６】なお、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、垂直同期
信号Ｖｓｙｎｃが入力されなくなった時刻から、時刻ｔ
１において信号無入力検出回路６０が入力信号が無くな
ったことを判定するまで、即ち、入力信号オフ時から判
定信号ＰＯＷＣを“Ｌ”にして出力するまでには、例え
ば、４０ｍsec程度の時間が必要とされる。
【００３７】図６に、本発明による液晶表示装置と、従
来の液晶表示装置とがＦＡに使用された場合において、
液晶に蓄積されている電荷が消滅するまでの時間の推移
を示す。この図において、横軸は消滅時間を示し、縦軸
は液晶容量に蓄積されている電荷の強さを示している。
図中Ａが本発明の液晶表示装置による電荷の推移であ
り、Ｂが従来の液晶表示装置による電荷の推移である。
本発明の液晶表示装置によれば、電荷の消滅時間は０．
５秒以下なのに対し、従来の液晶表示装置では、電荷が
消滅するまでに約１０秒ほどかかる。
【００３８】図６からも明らかなように、本発明の液晶
表示装置は従来の液晶表示装置に比べ、液晶がチャージ
アップしている期間が大幅に短縮され、これにより残像
を解消することが可能となる。この結果、液晶表示装置
としての品質向上、長期信頼性の向上など、多大な効果
を得ることができる。
【００３９】なお、本実施形態においては、本液晶表示
装置はその使用終了時において入力信号のみを遮断し、
電源については遮断しない場合について説明したが、電
源保持回路を更に設けることにより、電源が最後に遮断
される場合においても適用することが可能となる。これ
により、電源が遮断された後においても、一定時間各部
に電源が供給され、単位画素の液晶容量ＣＬに蓄えられ
た電荷を放電することができる。例えば、図３における
時刻ｔ１～ｔ２の期間において、電源が遮断された場合
には、この電源保持回路からゲートドライバ１０、タイ
ミングコントローラ７０及びソースドライバ１１へ電力
を供給することにより、上述したような液晶容量ＣＬに
蓄積された電荷を放電するための一連の動作を継続させ
ることが可能となる。
【００４０】また、電源保持回路から各部に電力を供給
する際に、ソースドライバ１１へは電源供給をせずに、
データ線Ｓ１～ＳｍをＧＮＤに接続することで、液晶容
量ＣＬに蓄積されている電荷を放電することも可能であ
る。即ち、電源が遮断されているため、共通電位はＧＮ
Ｄとなっている。したがって、データ線をＧＮＤに接続
することで、共通電極に印加されている電位と同等の電
位がデータ線に印加され、液晶容量に蓄積されている電
荷を放電することが可能となる。なお、本発明の一実施
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形態としてＩＰＳ型液晶表示装置について説明したが、
液晶パネルの構造はこれに限定すること無く、如何なる
構造の液晶パネルであっても同様の効果を奏することが
できる。
【００４１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の液晶表示
装置によれば、制御手段は、液晶表示装置への入力信号
が無入力状態であることを検出する信号無入力検出手段
を有し、信号無入力検出手段によって信号無入力状態が
検出された時点で、ゲート線駆動手段へ全てのゲート線
を所定の期間アクティブ状態とする信号を出力し、デー
タ駆動手段へ全てのデータ線に共通電極に印加されてい
る電位と同等の電位を所定の期間供給する信号を出力す
る。このように、入力信号の無入力状態を検出し、液晶
に蓄積されている電荷を強制的に放電させることによ
り、表示パネル内がチャージアップしている時間を一層
短縮させることが可能となり、この結果、残像を解消
し、液晶の寿命と長期信頼性の向上を実現させることが
可能となる。
【００４２】特に、本発明による液晶表示装置が電源を
オフにしない用途に用いられた場合、即ち液晶表示装置
の使用終了時に、入力信号のみが遮断されて、電源の供
給は継続されるような使用状況下で使用される場合にお
いては、電源遮断を検出した後に液晶容量に蓄積された
電荷を放電する従来の液晶表示装置に比べ、液晶がチャ
ージアップしている期間が大幅に短縮される。
【００４３】また、請求項２に記載の発明によれば、ゲ
ート線を駆動する期間は、全ての液晶容量に蓄電されて
いる電荷を放電する時間に設定されている。このよう
に、液晶に蓄積されている電荷をすべて放電しきった後
に、ゲート線がオフとなるため、残像の発生を低下させ
ることが可能となる。
【００４４】また、請求項４に記載の発明によれば、電
源オフ後も電源を所定時間供給する電源保持回路を有す
るので、液晶容量に蓄積されている全ての電荷が放電さ
れる前に、電源が遮断されてしまった場合においても、
ゲート線駆動手段及びデータ線駆動手段には電源保持回
路から電力が供給されるため、スイッチング素子のオン
状態を保持することができ、また画素電極には共通電位
を供給することが可能となる。これにより電荷の放電を
継続して行うことが可能となり、液晶容量に蓄積されて
いる電荷をすべて放電することが可能できる。この結
果、残像の発生を解消することができるという利点を得
ることができる。
【００４５】また、請求項５に記載の発明によれば、電
源オフ後において、データ線駆動手段は、全ての前記デ
ータ線を接地させるので、データ線駆動手段には、電力
を供給する必要が無くなり、電源保持回路が供給する電
力を少なくすることが可能となる。
【００４６】また、請求項６に記載の発明によれば、所
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定の期間は、抵抗及びコンデンサの時定数により決定さ
れているので、簡単な回路によって信号無入力後、ゲー
ト線及びデータ線を駆動する期間を設定することが可能
となり、設定値の変更も簡単に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  この発明の一実施形態による液晶表示装置の
構成を示すブロック図である。
【図２】  同実施形態における液晶表示装置の概略構成
を示す図である。
【図３】  同実施形態における液晶表示装置の各部の動
作を示すタイミングチャートである。
【図４】  同実施形態における表示パネル５０の単位画
素の回路を示す図である。
【図５】  同実施形態における表示パネル５０の単位画
素の構造を示す図である。
【図６】  本発明の効果を示す図である。
【図７】  長期残像の発生メカニズムを説明するための
図である。
【符号の説明】
１０  ゲートドライバ（ゲート線駆動手段） *

12
*１１  ソースドライバ（データ線駆動手段）
１２  シフトレジスタ
１６  水平信号処理回路
２０  映像信号処理回路（制御手段）
２６  バックライト駆動回路
２４  バックライト
５０  表示パネル
６０  信号無入力回路（信号無入力手段）
７１  ワンショットマルチバイブレータ
７２  薄膜トランジスタ（スイッチング素子）
７４  画素電極
７５  信号処理回路
８０  データ線
８２  ゲート線
１００  出力切替え回路
Ｇ１～Ｇｎ  ゲート線
Ｓ１～Ｓｍ  データ線
Ｃ１、Ｃ２  容量
ＣＬ  液晶容量
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【図６】

【図７】
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